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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月23日(2008.10.23)

【公表番号】特表2008-517891(P2008-517891A)
【公表日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
【出願番号】特願2007-537397(P2007-537397)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 211/63     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 211/63    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｆ   9/54    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｄ 233/58    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/20    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １５０　
   Ｃ０７Ｆ  13/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｆ   5/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月1日(2008.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式：
　　　　　（［Ｏｒｇ］n+）m・（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）n

（式中、
　ｍ＝１、２、３又は４；
　ｎ＝１又は２；
　ｐ＝３、４、５又は６；
　Ｍはランタニドである；
　各Ｌｇは同じでも異なっていてもよく、配位子を表し；
　［Ｏｒｇ］n+は、有機カチオンを表す。）
で表される錯塩であって、前記錯塩が、（１）固体状態のときに（ａ）蛍光、（ｂ）りん
光、及び（ｃ）エレクトロルミネセンスから選択される少なくとも１つの発光特性を示し
、（２）融点が２５０℃未満であり、（３）溶融状態のときイオン性液体を形成すること
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ができる前記錯塩。
【請求項２】
　Ｍが、セリウム又はユーロピウムであることを特徴とする請求項１に記載の錯塩。
【請求項３】
　次式：
　　　　　（［Ｏｒｇ］n+）m・（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）n

（式中、
　ｍ＝１、２、３又は４；
　ｎ＝１又は２；
　ｐ＝３、４、５又は６；
　Ｍは第ＶＩＩＩ族の金属である；
　各Ｌｇは同じでも異なっていてもよく、配位子を表し；
　［Ｏｒｇ］n+は、有機カチオンを表す。）
で表される錯塩であって、前記錯塩が、（１）固体状態のときに（ａ）蛍光、（ｂ）りん
光、及び（ｃ）エレクトロルミネセンスから選択される少なくとも１つの発光特性を示し
、（２）融点が２５０℃未満であり、（３）溶融状態のときイオン性液体を形成すること
ができる前記錯塩。
【請求項４】
　Ｍが、ルテニウムであることを特徴とする請求項３に記載の錯塩。
【請求項５】
　［Ｏｒｇ］n+が、複素環であることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の錯塩。
【請求項６】
　［Ｏｒｇ］n+が、ピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、イミダゾール、ピラ
ゾール、オキサゾール及びトリアゾールから選択される複素環核を含むことを特徴とする
請求項５に記載の錯塩。
【請求項７】
　［Ｏｒｇ］n+が、次式から選択された構造を有することを特徴とする請求項５に記載の
錯塩。
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【化１】

（式中、
　ＲaはＣ1～Ｃ40の直鎖又は分枝アルキル基又はＣ3～Ｃ8シクロアルキル基、前記アルキ
ル又はシクロアルキル基が、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ6～Ｃ10アリール、ＣＮ、ＯＨ、Ｎ
Ｏ2、Ｃ1～Ｃ30アラルキル及びＣ1～Ｃ30アルカリールから選択される１～３の基で置換
することもでき、
　Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe及びＲfは、同じでも異なっていてもよく、各々が水素、Ｃ1～Ｃ40

の直鎖又は分枝アルキル基、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル基、又はＣ6～Ｃ10アリール基から
独立に選択され、前記アルキル、シクロアルキル又はアリール基は無置換であるか又は、
Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ6～Ｃ10アリール、ＣＮ、ＯＨ、ＮＯ2、Ｃ7～Ｃ30アラルキル及
びＣ7～Ｃ30アルカリールから選択される１～３の基で置換されていてもよく、又は、
　隣接する炭素原子に結合しているＲb、Ｒc、Ｒd、Ｒe及びＲfの何れか２つがメチレン
鎖－（ＣＨ2）q－（式中ｑは８～２０）を形成する。）
【請求項８】
　［Ｏｒｇ］n+が、次式から選択される構造を有することを特徴とする請求項５に記載の
錯塩。
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【化２】

（式中、
　各Ｒaは、同じでも異なってもよく、各々が独立に、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ6～Ｃ10ア
リール、ＣＮ、ＯＨ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ30アラルキル及びＣ1～Ｃ30アルカリールから選択
される１～３の基で置換されていてもよいＣ1～Ｃ40直鎖又は分枝アルキルから選択され
、
　Ｒxは、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ6～Ｃ10アリール、ＣＮ、ＯＨ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ10アラ
ルキル及びＣ1～Ｃ10アルカリールから選択される１～３の基で置換されていてもよいＣ1

～Ｃ10直鎖又は分枝アルキルを表し、
　ｙは、０、１、２又は３である。）
【請求項９】
　［Ｏｒｇ］n+が、ホスホニウムカチオン（Ｒ9ＲhＲiＲjＰ）+又は４級アンモニウムカ
チオン（Ｒ9ＲhＲiＲjＮ）+（式中、Ｒ9、Ｒh、Ｒi及びＲjは同じでも異なっていてもよ
く、各々が独立に、Ｃ1～Ｃ40の直鎖又は分枝アルキル基、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル基又
はＣ6～Ｃ10アリール基から選択され、前記アルキル、シクロアルキル又はアリール基が
、無置換であるか、又はＣ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ6～Ｃ10アリール、ＣＮ、ＯＨ、ＮＯ2、
Ｃ7～Ｃ30アラルキル及びＣ7～Ｃ30アルカリールから選択される１～３の基で置換されて
いてもよい）であることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の錯塩。
【請求項１０】
　次式：
　　　　　（［Ｏｒｇ］n+）m・（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）n

（式中、
　ｍ＝１、２、３又は４；
　ｎ＝１又は２；
　ｐ＝３、４、５又は６；
　Ｍは第ＶＩＩ族の金属である；
　各Ｌｇは同じでも異なっていてもよく、配位子を表し；
　［Ｏｒｇ］n+は、次式から選択された構造を有し；
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【化３】

（式中、Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe及びＲfは、請求項７で定義した通りである。）
で表される錯塩であって、前記錯塩が、（１）固体状態のときに（ａ）蛍光、（ｂ）りん
光、及び（ｃ）エレクトロルミネセンスから選択される少なくとも１つの発光特性を示し
、（２）融点が２５０℃未満であり、（３）溶融状態のときイオン性液体を形成すること
ができる前記錯塩。
【請求項１１】
　Ｍが、マンガンであることを特徴とする請求項１０記載の錯塩。
【請求項１２】
　［Ｏｒｇ］n+が、次式から選択された構造を有することを特徴とする請求項１０記載の
錯塩。
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【化４】

（式中、Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe及びＲfは、請求項７で定義した通りである。）
【請求項１３】
　［Ｏｒｇ］n+が、次式から選択される構造を有することを特徴とする請求項１０に記載
の錯塩。
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【化５】

（式中、Ｒa、Ｒx及びｙは請求項８で定義した通りである）
【請求項１４】
　［Ｏｒｇ］n+が、次式で表される構造を有することを特徴とする請求項１３に記載の錯
塩。

【化６】

（式中、Ｒa、Ｒx及びｙは、請求項８で定義した通りである）
【請求項１５】
　融点が２００℃未満であることを特徴とする請求項１～１４のいずれか１項記載の錯塩
。
【請求項１６】
　融点が１５０℃未満であることを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項記載の錯塩
。
【請求項１７】
　融点が１００℃未満であることを特徴とする請求項１～１６のいずれか１項記載の錯塩
。
【請求項１８】
　ｍが１又は２であることを特徴とする請求項１～１７のいずれか１項記載の錯体。
【請求項１９】
　ｎが１であることを特徴とする請求項１～１８のいずれか１項記載の錯体。
【請求項２０】
　ｐが、４、５又は６であることを特徴とする請求項１～１９のいずれか１項記載の錯体
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。
【請求項２１】
　ｐが４であることを特徴とする請求項１～２０のいずれか１項記載の錯体。
【請求項２２】
　同じでも異なっていてもよい各Ｌｇが、ハロゲンであることを特徴とする請求項１～２
１のいずれか１項記載の錯塩。
【請求項２３】
　同じでも異なっていてもよい各Ｌｇが、Ｃｌ又はＢｒであることを特徴とする請求項２
２に記載の錯塩。
【請求項２４】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｍ（Ｃｌ）p］
m-）又は（［Ｍ（Ｂｒ）

p］
m-）を有することを特徴とする請求項２３に記載の錯塩。

【請求項２５】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｍ（Ｃｌ）4］
2-）又は（［Ｍ（Ｂｒ）

4］
2-）で表されることを特徴とする請求項２４に記載の錯塩。

【請求項２６】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｍｎ（Ｃｌ）4］
2-）又は（［Ｍｎ（Ｂ

ｒ）4］
2-）で表されることを特徴とする請求項１１に記載の錯塩。

【請求項２７】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｍ（Ｌｇ）6］
3-）で表されることを特

徴とする請求項１又は請求項２に記載の錯塩。
【請求項２８】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｍ（Ｃｌ）6］
3-）又は（［Ｍ（Ｂｒ）

6］
3-）で表されることを特徴とする請求項２７に記載の錯塩。

【請求項２９】
　前記アニオン（［Ｍ（Ｌｇ）p］

m-）が、式（［Ｃｅ（Ｃｌ）6］
3-）、（［Ｃｅ（Ｂｒ

）6］
3-）、式（［Ｅｕ（Ｃｌ）6］

3-）又は（［Ｅｕ（Ｂｒ）6］
3-）で表されることを

特徴とする請求項２８に記載の錯塩。
【請求項３０】
　［Ｏｒｇ］n+が、テトラメチルアンモニウム、テトラエチルアンモニウム、テトラブチ
ルアンモニウム、トリエチルフェニルホスホニウム及び／又はトリフェニルメチルホスホ
ニウム以外である請求項１～４のいずれか１項記載の錯塩。
【請求項３１】
　［Ｏｒｇ］n+が、１－ブチル－３－メチル－イミダゾリウム、アセトニトリル及び／又
は塩化アルミニウム－１－メチル－３－エチルイミダゾリウム以外であることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の錯塩。
【請求項３２】
　［Ｏｒｇ］n+が、１－メチル－３－エチルイミダゾリウム及び／又はピリジニウム以外
であることを特徴とする請求項１０、１１、３０又は３１の何れかに記載の錯塩。
【請求項３３】
　［Ｏｒｇ］n+が、１－メチル－３－エチルイミダゾリウム以外であることを特徴とする
請求項４又は１１に記載の錯塩。
【請求項３４】
　ルミネセンスディスプレイ装置の製造、コーティング材料の製造、又はプラスチック組
成物へ混合するための請求項１，３又は１０記載の錯塩の使用。
【請求項３５】
　請求項１～３３の何れかに記載の錯塩から構成される発光素子を含むルミネセンスディ
スプレイ装置。
【請求項３６】
　各りん光体が、異なる選択波長でりん光を発することを特徴とする請求項１～３３の何
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れかに記載の複数の異なるりん光体を含むセット。
【請求項３７】
　１つの化合物が、青色に対応する波長でりん光を発し、第２の化合物が赤色に対応する
波長でリン光を発し、第３の化合物が緑色に対応する波長でりん光を発することを特徴と
する請求項３６に記載の３つのりん光体のセット。
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